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論 文 内 容 要 旨
当万斤多ヒ望:⑦r鈴末 ら夕こよ って、水 縮 援オ水/6暑の
鮪 磁 離アミノ酸画分か編 い出された・轡 滋α
雰惣 篇瓢諜喚γ£謙纂誕姦暴
使 承 κ貢 踊だするで あ ろ うと考 え.イL℃詣す薯 について
厨 魏 行 なつた・ その過程 τこのイ ゆ ¢嫁
協 〃壷;砥都 分 が す べ てP一`本で あ る 二占。すなあ ち
・孤4侮 τ物 るこ払 イネ属 α袖 卵)に のみ
4を翼 的 に存 石≧す る よ づ1r・あ ツ、 そ・の 生 功ぐと・禧 在
K2麦 光 が'少奮髪 て:嚇あ ・る二.2ζな・ど づ彦明 ら,がに した 。
な あ馬ニコれ一蓼て・に 嵩1享港直:{験初が ら0◎ア ミノ顔酸・カザ
見v、d旨{5れ燗 に 秘7θ づ《《ぐ一一ジ)に あ げ た
8拶」のみ.て・あ り,レ が む これ,らの 属》・ア ミノ酸 幽イ謝 吻
の 生 哩 殉 意 舞Kつ 》・て は ほ 蓼ん と廟 究 が な され
て い な い 。
(め 初 りに汐蘇電 気∫*効により尚 楚弱 予なっ
た・ 肱 々:1諜 馳 ワ・ん 凶 記 ギ献 レ,
その 水 券 ヒ£部4ト を 傷 イ才ソ交 換 を4「チな つて 遍
郵≧rアミノ衝霞画 分 を4尋.それ κ;ついて イオソ灸非灸ク
輿 トグラフ・噸 行 なつτ単 離 レτい傷2酬 デの
驚諜 欝総 磁
瀬 勧 ρ昭 ム殉 鴎 全 に一致一した・
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乃 ・敵z"轟 ・鴎∠ ・冬 ・醐 ノ編 るμ うダ ∂一 御 海
幽 ゐ 読 菰クんソ2β論
齢 駕纏窪彦罐 驚
卿)
ω 〔故 ハツ 魚4ル 澱や り一孕饗 血 ・
一〆廼 認2ζ 〃4カの聯 麩濃 題綴ゑ嬬
(9幽 重を ・/祝比 ん7ζ ・必 滋4ζ/タ ノ」り
ω 蒼∠ 協 ・ア ε 〃㌶ム4盛 ,ん鰯 磁 ゾ ・
サ"隅4:/甑 幽 タ浦 θ 砂3)
♂の鯉 戸2血 産 ・
嫉(!ヶ ム 《伽 く/タ ケ31)
の 鯉 セ ・ム 磁
み ク娠晶 濫幽 グ魚轟 θ〃 ∫う
(のか〆峰融 一鰺 敏 とζぐ伽 僻〆乞圃
撃 帆4噂(!タ7の
厩 鵜 レた肱 物1ニ クいて旋 光分赦 も
鋤,:定し・ζみ メ乞ところ 負 の 乙 偽t効 渠 が'系 され,
0一翻,し レ7で 」あ る と い う 葱:、クトな・客老果:つ寸{写・`られ
た・ 鰯 を加 繍 レ.ぞのんム伽 ㎏ 部
の
劣＼臨 ク い て さ ら にZ>・ん"脳翫 が・魂2』4・クX4躍ン44を 用 い て
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、0一.ひ の 檎 封 を4そを つて み 起 が ン磁 勘 凶 此 に 完 全}二
分 角孕さオt(7漁 ・2.)'すへr`τ0一体 で あ る どの4老}轟が
4昇,うれ ノζ.こ れ らの 二 どか らノ瀦 集身 ～才の こ,のゐ 一
ノ解鰯 げ 酬 肱 脅 で勿3ど が 孕i明した・
の 　 ロ
7脇 と2.ρ ソ4の伽 』レ擁 δx幽 巴 溜 ら6緬 レ
駕 綴 甑90・ 夕3ρ6・12・
へ,4棚レー
ρ一協 肋駅〃捷1臓 ρ
の
ム の4ゐ7μ φり巳1`〃
」ヲ3!/3〃
ヂ91ρ31ρ ¢「!6り
解吻〆 ・ψ
轟 洞随,。憂 ノ∂〃 ¢ノ!8～ ・ ク
ル 娠 ・!勘%%ノ 鯉1ρ ρ
(oム 切¢εψ4ノ 齢 虞 櫓メ14～ム 偽亡 潔弓配9茄魂)
(豆)燕瀦 紹 ・野 生絹 を含 めた イネ・属 ζ6翫拶 ん)の
梶 表 動 な7今 一 泌 の屍全履 閉 葉動 κついて この
酬 険4与 の 存 萎 を二次 元 蟹一ル ク・マトグラフ・一
に よっτ 調 べ・た;ど二う す〈:・で が ら兇 い 」訟さ窄し.イネ属
Kお い てば 著 遍.的 κ蒋 在 ずる と考 え,られ た 、 しか レ
必 の紬 【の頼 物 κ1あ〉、でに、 玄厨《ψ ζ7畏ツの 単 争r藁イ・永
費6=族1ρ綾 ヌヌ争藁3射6穎 の ずぺて の煮 か らノ
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兇,い訟 ざ才しず:諄 直脅勿界 に:お・い て ■k縮 に フ)み4寺7百て・
あ る 二どが オ産 ・察5れ,穴 。
塗 た 煮 箇 宣イワrこr秀ノ鵜 した ノ}く∫癌 の ・案 身 処1お・いて も
そ の 穐 庭 が 携 っき ラ と言忍 の られ ン ρ一ノ蔽 〃冨1ん¢1窒そ放
隻物 な どか ら由家 した 毛の て牧 ・奴.ク 繍 舶 体 に
よ つ て ・玄 成 ぐ 才 し委 も弓うて ∴勇}る.二と プシぐβ浸 多冠・ごメ・した 診
・撒4脅 が翻 のうち窃 と'め な部 位 に
多 い か を調 べ τみ 海 と二ろ,麹 立的 に‡玄よ.位漿 身 に
多く,・また 一叙 の業 身 にお いて嫁 究 端 の方K多 く,存在
レてい る 二とが わ か った 。 これ ウの 揚 含 に 食 通 離
アミノ鍛 量 と0耀 婿 今 量 との灘 ぐ比 イタ!l的関 係 が
屍られた。 そして綬 々の 蜜素濃 凌τγ嫁蔭を水調謝
裁 焙 レてみ たところ'侠 鍍 毅 移 し・勧 ・鋤
量 毛多くなること:・がンわφり た(砺 し!)。
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の癩 琢 弓撞 の 僻 変動 を峡 暗 ・)露レ(壱矯へ・た
とご,ろ.慶 耀.ぎ に 多 く 荻 少7yい と:い ・う ハξ夕 一 ソ が'兇 ら尋・{う
光 ・当〃殴血 φ存 量 審の 関 イ系が 悲 え・られ た ・ を 二でジ
い ちい ち なごレベンレ・に7}く寧痛を5田 階慕姦郵・光 レて ・を の2輪
イ魏 鏑 ぺ たと・ンる憾 ・嘆が 馬1鶉い羅 踊 ム ψケ 量 妹
多く・遜 光 疏寮 度 が 羅 くな るにつれ 廊 締 幣 血 £
潔 伽 ノ1,絃..か耀 φ短 な ど・の雀 磁 ・シ・分 解 し1婦峯象
客 し・る滋 娠 ア 謎・ノ簸 藁 ゲ 多くなう 副(友 レ・・〃磁4汐'隻1ま・ンな く砂 る とンい ・う 慧害躍.ガ・燐多ら4望」た 。 ま.た,プ煽 蔭
膨 絵 暗 衆二瀬 秀'を ・」・7繊 鯵 医 聴 沙 して そ守 き,
り
砕 羅4鎗1く:;に鋸完全 に ジ塚毯:すろ 二と.そ の7れ締 を再 ひご
鼠然 孫ンヂに簸 すと・数 振}群ア機 κ:ぱρ漁 気 ⇔嶋許毛再 び
蔽 出 され るよづ に な るご とが わ ヵ・り,そ の 笠 成 と存 在
に'氏光 ・0'贈塗～屡'ご'あるこ とが オ男う＼った す ま た,その際
磁 麗魚 学{磁跳 欄 イ勲 惣 勇・クゆ 吟 ・の
?
??
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晦刃
1234・ ・蚤2・3(〆 解d)
・← 一暗 ヌ匹理 一→{← 魯然 光下→
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(孤)暗 条件 下 ではo麹幽多今 に生成 されず
次 簸(磁 鐘 して行 くことか ら,その分 解 系の存 菰
が 懸 定畿れ た.レ か しぺ集 衡 ¢お}いて 乏のような
分 愛戴ノi悲む 蘇萄覆ぺる 二乙i欧囲 轍鋤ゴっ≠℃のてし
ワ無 薩iぐ実験 廉 て・㌧あ&水 編 の 像湧薄乞薩 乞♪嘉いて
綾 欝 レプと・ゆ ・強 櫓 蘇 屋 に婦 くげ 外 鍼
誉勧 ごよつ ズ銑 滅)～ノ,1ま噺 箋芝した も の を ♪郵 い た..。35一
〆%:痴ζ/ご坊 壁)の訪鰍 φケ を揮 吾した 場 金
.機二1孝交噛争鍵 融嚇(ン噸碇主も乱さ畿..:罐鑛 曾}ヨ後 詑Cl衣
・髪4舅まとんノ'乞:㌔墾'タ蜜・舞忠か ら£痔参隆レた 。 ゼ7の際
嬉 養 考…押'か ら}まま っ弟二〈 磁 綱 渤 £.は見 い 盆 さ
憂もな え〉＼った わ劣 密樹胤歩事 に:1試ブラス コ:当 タ 惑タ
クμ例謡4の か 滋 嫉 訪 協 の 存'毒・が'認 ・め ら
れ た 。 二れ らの こ.と,:から水 網:1考,養細 月乞によ少
∂一獅 ケ ぱ分 瞬 さ躍・じレ 碕・的 にρ一癖
宏遊 離:レ.さらK代 鋼才され て行 く・6のと老 え
られ る 。
(マ▽)ん 一淫熱 ヅ_乞お・よ.びつ一廊 魏}
〃乞 を明 晴 条 節下で水 箱 の切 断 蒙身 に 澱
縁 せ・珊 編 を が'ラベ ・殖 れ るカ＼香かに
つ いて調 べ てみ た 。 のっ4鱗 は ∂一痂 遜砿"
〆ちを 明 ♪ヵ一で とgoませ 窩 謝 させた鵜 含に
のみ ラ～ レされ た魁 二の総 羅勇・らρ二鹸
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カ'らP一働 搬 伽 する系が 聯 纏 身・に存
在 レ,その際 に光 が 脚 要 であ 拶ことがわかった。
また,か蔽 一/老をとりこ譲 嘘た後 のウ・伽
化 含 物 の 綴 跨 約 『な 変鰍1を・齢署ぺ てみた とじろ,可
癒 挫 の 塩 毎…・}弦:画く分・κ;おいて'巌遇 卑 く多くラ萄 レ
され るの!ま 同 定 σ)漁回〃犯6のン璽(加 水
傭 によクラベ・ル の傭.を 生 じ凌)で あ つ.次,
に 鋼%吻 ・ 栃 る藷 鋤 る＼った(辱 ・3)・
肇9
も昏
ミ
X)
?
????? ?
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0243{6泌48
z)一幽 ム協プノ診 とリニみそ変の緬 幽 寄間
吟3)7晩 撫 〆 句癩隊凝 ・1懸分翻
主 な ラベ ・ノレイヒ/含噂 麹 ζろ・変'動
@網聾警 噌
x遜ζ㌫懇
1 、漏__L_」 一__._一.・
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て総 括 論 議 あ・よ び 結 蓄翁う
ヌ瀦 の 藁;蟄・、中力＼ら遊 寓窪の ∂一〃鰍 ¢1諏険1訟
・され な い ことが ・調 べ てあ つ.また.フo%燕 ・κ4由
出漁 擁 ぱ 燧 粧 画分の㌶ 購 のほかに酸
核画分κ少量ながら〃遍 〆協ゐ 鹸威のような
吻 轟 の存齢 確 認 さ紅 いる・磁 繍z一
/!乞.を明 所 て:いとワこませ た 揚 含 に ゼヒれ カ・亡1逮か に
か勧 なと版 切 こまれる認 など傭 え倉わ
・也て/葉身 寧 で・〃鹸 が覧生 成 し,て若すぐρ蔽 一
鯵 など伽 帆 μ 譲 化 レて行く勧 と叡
られ る。南 客麺6吻 に診 いぞ:いくつ秀蔑翼,い嵐 され て
い るZ)一アミノ酸 の激 ψ一蓼般 鮒 な 才峯霧 形 態 ば そ の
躍 艶 または!～み噸 化 合:物であク、他方
縫勧 かアミノ魏 頼物捧 に琢轡 に
乙久)ませ二托 場 壱 に む一敏 的 に ノ〉L〃噸 化'
され る認 が 知 られ ている。 か ア ミノ酸 を植 物 に
とりこませる》二孝重受の種ヨ∫書:旨勺寮多壕畔を示 す こと;が多く
知 ら水之 いる・が)《乙吻 妃イ七について は そのよ
うな0一ア ミノ酸 の 鰐 毒 反 」応 て・あ ろ'うと:催「欝 ご;れて
勃'瀕 ム鯵 の蹴 燭 譲 舞にむげる光の
下 て1"のア 卸 酸 ノ駕 鶉 すの:遇廷i塾で・生 す1喬か舶 レ恕な
い 伽 ゑ 融 認 の 一・蒔 釣 プ ・ーレ.ψ しく ば 解 毒萄
綬.割 敷県 プ姐.ている の であ ろウとづ蓼え られ る 。
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圭 ・もζ ヨJノ羽 ∫こ 南タに 』.、
(/♪嗜 照 屍・7τ誘 ・ル乙 ・8痴 一託5観 ・β勿 多6・ノ毎仇 ノ
曼£2/60(r/ヂ ク3)
θ)7覧 読 麗.σ=塩 震4一 ρ参 窃 屠2・%1,∠ 皇.
/464(rノ デ ク5、二)
(3)∠・詔鉱 乙3・ 諾 磁 一 メらン毒漏 ゆ甑 。∠2.3〃8ぐぐ/卯∂
ぐ4)…輿・多;謬王ヌ:,こ東 紘 ブ〈≧㌢一覆 奪薯垂・イ疹 ゴ ・論 文
《のz三 鋤 ・疋 コ;1β 》 励 梅 …つ・一烹 ズ2典/(コ 邪9
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審 査 結 果 の 要 旨
植物組織中の遊離 ア ミノ酸に関 しては多 くの立場か ら研究されているが,水 稲葉身の遊臨ア ミノ酸
画分中にAlaGlyがアラニソや グルタ ミン酸な どに次いで多量に存在す ることを当研究室で認めてい
た。 本研究は,こ のジペプチ トがD-AlaGlyであることをまず明 らか にし,そ の ものはイネ属に特
異的 に存在する こと,葉 身中でのその生成 と存在 には光が必要であることな どを明 らか にしたもので
ある。 これ まで高等植物か らD一 ア ミノ酸を含む化合物が見 出されたのは8例 のみであるが それ らの
生理的意義 とほとん ど研究 され ていない。
まず 水稲葉身の70%エ タノール抽出液か ら単離 したA1aGlyについての,旋 光分散の測定 お よび
D一ア ミノ酸酸化 酵素 による検討の結果,そ のアラニソは意外に もすべ てD一 体 であ ることが判明 し
た。D-AiaGlyは,調 べた限 りの水稲以外の植物か らは見出されず,他 方栽培稲,野 生稲を含 めイ
ネ属(Oryza)の葉身には普遍的に存在す ることが示された。 また無菌栽培 した水稲幼植物 にもその
存在が確認 され,こ のD一 ア ミノ酸化合物が微生物代謝産物を単に吸収濃縮 した ものではな く水稲 自
体により生成 されることを立証 した。
D-A工aGlyは上位葉にその含量が高 く,一 枚の葉身 では基部 よりも先端の方に多い こと,供 給 窒
素量が多いほど遊離 ア ミノ酸全量 と比例 して多 くな ることな どから,葉 身での光合成に ともな うアミ
ノ酸生成 との密接な関係が推定 され た・事実,そ の量は夜少な く昼過ぎに多 い日中変動を示 し,水 稲
を遮光栽培す ると照度の低下に ともなって減少 し,暗 処理では葉身中か ら消失するが自然光下に もど
す と数時間後に再び検 出される。
合成 したD-A丑aGlyを水稲培養細胞に供給す ると比較的速やかに吸収 され,一 時的 にその構成 ア
ミノ酸へ分解され さらに代謝されてゆ くことが示 された。 また切離葉身 を用 いた トレーサ ー実験結果
か ら,D-AlaGlyの生成は暗所ではみ られず 明所 でD一 ア ラニンを とりこませた場合 にのみ起 るこ
とを明らか にし,葉 身における光の下でのア ミノ酸代謝過程で生ず るか もしれないD一 アラニ ンの一
時的 プールもしくは解毒的役割 を果 しているのであろうと推論 した。
本論文 は,水 稲葉身中 に特異的にD-AlaGlyが存在す ることを確認 し,そ の生成 と代謝7こ関 して
の諸条件 を明 らかに した もの であ り,多 くの新知見を含 む とともに植物 中でのD一 ア ミノ酸化合物の
生理 的意義解明への端緒をなす もの として学術上寄与す るところが大 きいと考え られ る。 よって農学
博士の学位を授与す るに充分価す るもの と認めた。
一277一
